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は
じ
め
に

諸
説
あ
る
が
、
そ
の
昔
、
酒
は

「
サ
サ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
サ

サ
の
「
サ
」
と
は
、
神
様
（
主
に

山
の
神
）
を
意
味
し
た
。
山
の
神

で
あ
る
「
サ
神
様
」
は
通
常
、
山

の
ほ�

こ�

ら�

に
い
る
の
で
、
山
に
入

っ
た
村
人
は
そ
の
前
で
サ
神
様
を

拝
ん
だ
。
こ
こ
で
の
正
し
い
作
法

は
、
し
ゃ
が
ん
で
手
を
合
わ
せ
る

方
法
。「
サ
拝
む
」
が
「
し
ゃ
が

む
」
の
語
源
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
サ
神
様
は
、「
山
の
神
」

の
ほ
か
に
「
田
の
神
」
で
も
あ
っ

た
。
よ
っ
て
、
田
植
え
が
始
ま
る

時
期
を
サ�

ツ
キ
、
苗
の
こ
と
を
サ�

ナ
エ
、
植
え
手
の
こ
と
を
サ�

オ
ト

メ
と
呼
ん
だ
。
春
に
な
る
と
、
サ

神
様
は
山
か
ら
下
り
て
来
て
、
あ

る
木
に
入
ら
れ
る
。
そ
の
木
と

は
、
ズ
バ
リ「
桜
」。
桜（
サ
ク
ラ
）

と
は「
サ（
神
）」の「
ク
ラ（
鞍
）」、

つ
ま
り
神
の
乗
り
物
、
神
が
い
る

べ
き
場
所
を
指
す
。
こ
の
木
は
、

サ
神
様
が
入
ら
れ
た
こ
と
を
合
図

に
一
斉
に
花
を
咲
か
せ
る
。
村
人

た
ち
は
、
今
年
も
神
が
来
ら
れ
た

こ
と
を
喜
び
、
五
穀
豊
穣
を
願

い
、「
サ
サ
（
酒
）」
と
「
サ
カ
ナ

（
肴
）」
を
捧
げ
、
歌
や
舞
を
奉

納
し
た
。
こ
れ
が
現
代
に
続
く
花

見
の
原
型
と
言
わ
れ
る
。
だ
か
ら

似
た
よ
う
な
木
で
も
「
梅
」
の
花

見
は
せ
ず
、
国
花
で
あ
る
「
菊
」

で
も
し
な
い
（
我
が
国
の
国
花

は
、
桜
と
菊
の
二
つ
）。
ま
た
、

地
名
で
も
サ
神
様
に
関
連
す
る
も

の
が
多
く
存
在
す
る
。
相
模
原
は

も
ち
ろ
ん
、佐
渡
、讃
岐
、薩
摩
。

更
に
は
、
上
総
、
下
総
、
若
狭
、

土
佐
も
、
サ
神
さ
ま
に
関
係
す
る

と
言
わ
れ
る
。（
以
上
、
諸
説
あ

り
。）本稿

で
は
、
こ
の
よ
う
に
遥
か

昔
か
ら
我
が
国
の
人
と
文
化
に
密

接
に
関
係
す
る
「
サ
サ
」
す
な
わ

ち
「
酒
」
と
「
酒
税
」
の
歴
史
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

酒
（
主
に
清
酒
）
の
歴
史

酒
（
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
）
は
有

史
以
前
か
ら
存
在
す
る
が
、
そ
の

代
表
的
な
も
の
は
「
猿
酒
（
サ
ル

ザ
ケ
）」
と
言
わ
れ
る
。
一
般
に

猿
酒
と
は
、
猿
が
岩
の
く
ぼ
み
な

ど
に
溜
め
こ
ん
だ
り
木
か
ら
落
ち

た
果
実
に
、
野
生
酵
母
が
偶
然
加

わ
っ
て
自
然
に
発
酵
し
て
で
き
た

酒
を
い
う
。「
ワ
イ
ン
は
発
見
、

ビ
ー
ル
は
発
明
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
ワ
イ
ン
は
自
然
に
で
き
た

も
の
を
人
が
発
見
し
た
の
が
始
ま

り
で
、
ビ
ー
ル
は
人
の
手
に
よ
っ

て
「
麦
（
で
ん
ぷ
ん
）」
を
「
麦

芽
（
糖
）」
に
変
化
（
糖
化
）
さ

せ
た
発
明
品
と
の
意
味
。
人
の
手

が
加
わ
っ
た
酒
は
、
そ
の
国
の
主

食
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
我
が

国
で
は
稲
作
伝
来
以
降
、
主
食
が

米
、酒
は
ド
ブ
ロ
ク（
後
に
清
酒
）

と
な
っ
た
。

酒
は
、
各
種
行
事
に
も
不
可
欠

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
奈
良
時

代
に
は
、「
酒
司
（
さ
け
の
つ
か

さ
）」
と
い
う
酒
造
り
専
門
の
行

政
機
関
が
設
置
さ
れ
、
朝
廷
の
た

め
に
酒
造
り
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

後
、
平
安
時
代
に
な
る
と
、
寺
社

や
民
間
で
も
酒
造
り
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
本
格
的
な
造
り
酒

屋
も
登
場
し
た
。

戦
国
時
代
に
は
、
三
段
仕
込
の

ほ
か
、
精
米
や
酒
粕
分
離
の
技
術

が
生
ま
れ
、
更
に
は
熱
殺
菌
（
火

入
れ
）
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
現
在

の
酒
造
り
の
原
型
が
ほ
ぼ
完
成
し

た
。
ま
た
、
大
型
の
木
桶
を
製
造

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
大
量
生
産
も
可
能
と
な
っ

た
。江

戸
時
代
に
な
る
と
、
四
季
醸

造
が
始
ま
る
な
ど
産
業
と
し
て
の

清
酒
造
り
が
益
々
盛
ん
と
な
っ

た
。
粕
取
り
焼
酎
を
も
ろ
み
に
加

え
る
こ
と
で
清
酒
の
風
味
を
上
げ

る
「
柱
焼
酎
」（
ア
ル
コ
ー
ル
添

加
清
酒
の
原
型
）
と
い
う
技
術
が

生
ま
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ

る
。ま
た
、江
戸
時
代
末
期
に
は
、

「
宮
水
」（
宮
水
と
は
「
西
宮
の

水
」
の
略
）
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ

で
醸
し
た
酒
が
美
味
し
い
と
江
戸

で
評
判
に
な
っ
た
。
今
も
宮
水
の

湧
水
地
で
あ
る
灘
五
郷
（
兵
庫
県

の
灘
一
帯
に
あ
る
5
つ
の
酒
造

地
）
に
大
手
清
酒
メ
ー
カ
ー
が
集

中
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ

る
。明

治
に
入
り
、
酒
の
品
質
は
大

き
く
向
上
し
た
が
、
こ
れ
に
は
醸

造
試
験
所
（
現
在
の
独
立
行
政
法

人
酒
類
総
合
研
究
所
）
の
存
在
が

大
き
い
。
当
時
の
製
造
技
術
で
は

腐
造
す
る
（
酒
が
腐
る
）
ケ
ー
ス

が
多
く
、
こ
れ
が
起
き
る
と
酒
税

が
徴
収
で
き
な
く
な
る
た
め
、
酒

税
収
入
の
安
定
を
主
目
的
と
し
て

明
治
37
年
（
1
9
0
4
年
）
に
同

所
は
創
設
さ
れ
た
。
同
所
は
創
設

以
来
、
腐
造
防
止
策
の
ほ
か
、
山

廃
酛
・
速
醸
酛
の
開
発
、
優
良
酒

造
酵
母
の
分
離
（
純
粋
培
養
）
な

ど
多
く
の
技
術
研
究
と
成
果
の
無

償
提
供
、
鑑
評
会
の
開
催
や
醸
造

講
習
の
実
施
な
ど
酒
造
業
者
へ
の

技
術
的
支
援
等
を
行
っ
て
お
り
、

今
も
酒
類
業
界
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

さ
て
、
戦
後
に
な
る
と
、
食
糧

難
（
米
不
足
）
に
加
え
、
戦
争
に

よ
る
人
的
・
物
的
な
損
害
の
た
め

全
国
的
に
酒
が
不
足
し
、「
三
増

酒（
三
倍
増
醸
清
酒
）」が
生
ま
れ

た
。
三
増
酒
と
は
、
も
ろ
み
を
し

ぼ
る
前
に
そ
の
も
ろ
み
か
ら
通
常

製
成
さ
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
倍
の

量
の
調
味
ア
ル
コ
ー
ル
を
も
ろ
み

に
加
え
、
結
果
的
に
3
倍
の
量
の

清
酒
を
造
る
技
術
に
よ
り
造
ら
れ

た
酒
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
18
年

度
の
国
税
庁
通
達
改
正
に
よ
り
三

増
酒
は
姿
を
消
し
、
そ
の
一
方

で
、
全
清
酒
に
占
め
る
吟
醸
酒
な

ど
の
特
定
名
称
酒
の
割
合
は
増
加

傾
向
を
続
け
、
平
成
27
酒
造
年
度

以
降
は
4
割
を
超
え
た
。
こ
の
こ

と
は
、
清
酒
全
体
の
消
費
量
が
右

肩
下
が
り
の
中
、
高
級
酒
路
線
に

舵
を
切
っ
た
蔵
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

酒
税
の
歴
史

我
が
国
で
最
初
に
酒
税
を
課
し

た
の
は
、
室
町
幕
府
三
代
将
軍
の

足
利
義
満
と
言
わ
れ
る
。
南
北
朝

を
統
一
し
、
室
町
幕
府
の
基
礎
を

固
め
た
義
満
は
、
軍
事
力
を
よ
り

強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
、
交
通

の
要
所
に
関
所
を
設
け
て
通
行

税
、
港
か
ら
は
入
港
税
、
臨
時
の

固
定
資
産
税
を
課
し
た
ほ
か
、
造

り
酒
屋
に
対
し
て
「
壺
別
2
0
0

文
」
を
課
し
た
と
さ
れ
る
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
幕
府
は

飢
饉
な
ど
に
よ
る
酒
造
制
限
の
た

め
、
そ
の
時
々
の
酒
造
米
を
調
査

し
て
「
酒
株
」
を
設
定
し
た
。
酒

株
と
は
、
酒
造
免
許
の
一
種
で
あ

る
と
と
も
に
、
各
蔵
が
酒
造
り
で

使
え
る
米
の
量
の
上
限
と
酒
税
額

を
定
め
た
も
の
で
、
こ
れ
を
持
つ

蔵
に
は
、
そ
の
証
明
と
し
て
将
棋

の
駒
の
形
を
し
た
木
製
の
鑑
札
が

与
え
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
の
時
代

に
は
、
酒
株
の
ほ
か
、
酒
の
価
格

の
5
割
に
相
当
す
る
運
上
金
（
消

費
税
）
が
課
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
酒
の
価
格
が
高
騰
。
店
で
は

客
に
内
緒
で
割
水
（
増
量
）
し
た

ケ
ー
ス
も
横
行
し
た
よ
う
で
、
こ

の
よ
う
な
酒
は
金
魚
も
泳
げ
る
酒

と
い
う
意
味
の
「
金
魚
酒
」
と
呼

ば
れ
た
。

明
治
に
な
り
、
酒
税
制
度
は
新

政
府
に
よ
っ
て
度
々
改
正
さ
れ
た

後
、
明
治
29
年
（
1
8
9
6
年
）

に
造
石
税
（
製
造
数
量
に
応
じ
た

課
税
）
を
採
用
し
た
酒
造
税
法
が

施
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
法
改

正
に
よ
る
度
重
な
る
増
税
に
よ

り
、
明
治
32
年（
1
8
9
9
年
）に

は
国
税
収
入
に
占
め
る
割
合
が
35

・
5
％
と
な
り
、
酒
税
が
地
租
を

抜
い
て
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
。
当
然

な
が
ら
、
こ
う
し
た
事
態
に
酒
造

業
者
は
強
く
反
発
し
、
酒
屋
会
議

を
結
成
す
る
な
ど
し
て
抵
抗
し
た

が
、
政
府
は
全
て
の
自
家
用
酒
の

製
造
を
禁
止
し
て
酒
造
業
者
の
保

護
を
約
束
す
る
こ
と
で
事
態
の
鎮

静
化
を
図
っ
た
。

昭
和
15
年
（
1
9
4
0
年
）
に

は
旧
酒
税
法
が
施
行
。
そ
の
後
の

改
正
で
、
現
在
と
同
様
の
製
造
場

移
出
課
税
方
式
に
一
本
化
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
は
戦
時

体
制
的
な
色
彩
が
強
か
っ
た
こ
と

か
ら
、昭
和
28
年（
1
9
5
3
年
）

に
廃
止
さ
れ
、
現
行
酒
税
法
が
施

行
。
併
せ
て
、
酒
税
法
の
補
完
法

で
あ
る
「
酒
税
の
保
全
及
び
酒
類

業
組
合
等
に
関
す
る
法
律
」（
い

わ
ゆ
る
「
酒
類
業
組
合
法
」）
が

同
日
施
行
さ
れ
、
こ
の
法
律
に
基

づ
い
て
全
国
に
酒
造
組
合
や
酒
販

組
合
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。な

お
、
現
行
酒
税
法
は
施
行
か

ら
68
年
が
経
過
す
る
が
、
こ
の

間
、
大
改
正
が
4
回
あ
っ
た
。
昭

和
37
年
度
改
正
で
は
、
高
価
な
酒

に
対
し
て「
従
価
税
」を
設
定
し
、

従
量
税
と
併
課
し
た
。
昭
和
63
年

度
改
正
で
は
、
消
費
税
導
入
に
伴

い
従
価
税
を
廃
止
。
併
せ
て
、
級

別
制
度
も
廃
止
す
る
こ
と
と
し

た
。
平
成
18
年
度
改
正
で
は
、
酒

類
間
の
税
負
担
格
差
の
解
消
の
た

め
、
酒
類
を
大
き
く
4
分
類
し
て

こ
れ
ら
に
基
本
税
率
を
設
定
し
た

が
、
格
差
は
依
然
と
し
て
残
っ
た

た
め
、
平
成
29
年
度
改
正
に
お
い

て
格
差
解
消
の
た
め
の
税
率
改
正

（
ビ
ー
ル
類
等
の
税
率
を
統
一
）

等
を
行
っ
た
。
こ
の
税
率
改
正

は
、
令
和
2
年
、
同
5
年
、
同
8

年
の
3
回
に
分
け
て
実
施
す
る
こ

と
し
た
た
め
、
酒
類
の
手
持
品
課

税
（
戻
税
）
も
3
回
（
今
後
2
回
）

行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

お
わ
り
に

我
が
国
で
は
酒
税
と
酒
類
産
業

行
政
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
か

ら
、
国
税
庁
が
酒
類
業
を
所
管
。

同
庁
で
は
、
任
務
の
三
本
柱
の
一

つ
と
し
て
「
酒
類
業
の
健
全
な
発

達
」
を
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
も
数
多

く
の
支
援
策
を
実
施
し
て
き
た
。

近
年
は
特
に
輸
出
振
興
施
策
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
酒
類
業

振
興
関
係
予
算
（
日
本
産
酒
類
の

一
層
の
輸
出
拡
大
及
び
酒
類
業
構

造
転
換
支
援
等
の
た
め
の
予
算
）

と
し
て
、
令
和
2
年
度
補
正
予
算

で
13
・
1
億
円
、
令
和
3
年
度
当

初
予
算
で
30
・
1
億
円
が
国
会
提

出
さ
れ
た
。
今
後
こ
れ
ら
を
フ
ル

活
用
し
た
更
な
る
支
援
策
が
期
待

さ
れ
る
。

一
方
、
酒
類
業
界
を
見
る
と
、

最
近
で
は
特
に
若
手
酒
造
家
の
挑

戦
が
目
立
つ
。
清
酒
で
は
、「
ネ

オ
日
本
酒
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

人
気
を
博
し
て
い
る
。
ネ
オ
日
本

酒
と
は
一
般
に
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な

旨
味
、
多
め
の
酸
や
ガ
ス
感
に
よ

る
切
れ
味
、
低
ア
ル
コ
ー
ル
等
の

清
酒
を
い
い
、
こ
れ
ま
で
清
酒
を

敬
遠
し
て
き
た
層
に
も
フ
ァ
ン
を

作
っ
て
い
る
。

ま
た
、
清
酒
に
限
ら
ず
、
各
酒

造
家
は
、
地
域
の
農
業
試
験
場
や

教
育
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
原

料
開
発
や
新
た
な
設
備
・
技
術
の

導
入
な
ど
創
意
工
夫
を
続
け
て
お

り
、
日
本
産
酒
類
の
品
質
向
上
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

今
宵
も
、
酒
の
歴
史
と
先
達
の

ご
努
力
に
思
い
を
巡
ら
せ
な
が

ら
、
酒
造
家
渾
身
の
一
杯
を
堪
能

し
た
い
。
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